
プレスリリース補足説明  

次世代固体電解質 LIB 

実用化生産技術を豪州連邦科学産業研究機構と共同開発！！ 
 

パイオトレック株式会社(本社 京都市)は、2019 年８月にオーストラリア連邦科学

産業研究機構(CSIRO)とポリマー電解質応用 固体電解質型リチウムイオン二次電池

（LIB )の実用化生産技術を共同開発で行うことに合意し ました。  

 

CSIRO は、独自開発技術に拠る リチウム（Li）金属箔の生産技術を開発しており、

Li 金属箔が固体電解質型 LIB に広く利用される見通しを付けて います。同研究機構

が 併 せ て開 発し て いる 電 解質 ポ リマー (RAFT)と パ イ オ トレ ッ クが 開発 に成 功 した

イオン導電ポリマーマトリックス（ ICPｍ）システム技術を融合した導電ポリマ ー

型固体電解質を Li 金属箔負極仕様で応用する 最高エネルギー容量を保有し、世界

で最も安全な LIB の実用化生産技術を共同して開発します。この ICPｍ技術は、   

当社創業時経営役員である上智大学理工学部  故  緒 方  直哉  名 誉教授の開発技術を  

特許化されたコア材料として応用開発され、本システム技術 が完成しました。  

 

世界の LIB 市場は、3 兆円規模(富士経済 2018 レポート)に成長し、その拡大傾向は

固体電解質 LIB の実用化が現実化していることも相俟って 2023 年には高電圧高容

量 LIB 商品、固体電解質型 LIB そして空気 LIB の商品化が一挙に市場を占有する

LIB の 革 新 化 の 夜 明 けに な る と 予測さ れ て い ま す 。 その 市 場 規 模が 2023 年 に は  

4.5 兆円にまで達すると も見込まれています。この市場規模における固体電解質型

LIB は、高電圧高容量 LIB への安全性を確保す る最有力な二次電池と して、 こ の   

市場規模に対して 20％以上の市場占有率を占めると見られています。  

 

この高成長市場に、CSIRO とパイオトレック 社がいち早く着目し、それぞれの 基礎  

技 術 と ポ リ マ ー 素 材 の 開 発 が 完 成 し た こ と を 受 け て 、 両 者 保 有 技 術 を 融 合 し た   

最 先 端 技 術 に 拠 る 実 用 化 生 産 技 術 を 共 同 開 発 す る こ と に 合 意 し ま し た 。 こ の 合 意  

した本共同開発について 世界市場で英文公表したので、補足説明を併せて日本市場

向けに公表しました。  

 

当社の ICPｍ技術は、耐熱性が常温から 110℃まで高い性能を保持し、0℃からマイ

ナス領域での低温特性も優れている特徴があります。更に、ガスバーナー直下燃焼

試験で 1000℃以上でも完全に不燃物質として維持されます。  この ICPｍシステム

技術が、CSIRO との共同開発を通じて実用化エンジニアリング 技術開発が達成され、

自 動 車 産 業 か ら 消 費 者 産 業 等 の 幅 広 い 分 野 で 本 革 新 技 術 に 拠 る 固 体 電 解 質 二 次  

電 池 の 安 全 性 と 用 途 分 野 の 拡 大 に よ る 市 場 の 多 様 性 を 支 え る 原 動 力 に な る と   

確信しています。  
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